







●一般市民を対象とする「公開講座」　 1 件、参加者305名（p. 4 参照）
●外部団体からの依頼講演　10件、参加者　約400名（p. 53～56、71参照）
●出展による栄養アセスメントと栄養相談　19件、参加者1,043名







読売Life（冊子） 4 月特集号「どうする⁉　苦手な食べ物」181万部発行　 1 件（p. 58参照）
本願寺新報 8 月特集号　「夏バテ解消レシピ」40万部発行　 1 件（p. 58、59参照）
「京女レシピ（料理本）」の発行に関する記事　 8 件（p. 72参照）
食with関連記事　19件（p. 66参照）
●外部団体からの依頼・共催による料理教室　 5 件、91名
東山区地域ネットワーク活性事業　 2 件（親子教室、高齢者の健康教室）、33名（p. 43参照）
京都私立幼稚園協会東山・山科地区第 4 回地区別研修会（アレルギー対策・おやつ）、24
名（p. 55参照）
あゆみ産院、母親の会　 1 件（アレルギー対策）、14名（p. 15参照）
NPO法人京滋骨を守る会　 1 件、20名（p. 20参照）
●見学会　 5 件、参加者72名
学会関連 1 件、行政関連 1 件、専門学校 2 件、オープンキャンパス＆食withコラボの参







「貧血予防のガイド＆レシピ集・第 1 版」2,000部発行（p. 46参照）
「高齢者の食事レシピ・第 2 版」2,000部発行
「子育てママ＆パパへ　食事応援レシピ集（学童期の食事）・第 1 版」1,000部増刷
●東山区民対象「栄養クリニック通信　No. 7 、No. 8 」の発行（p. 46参照）
●個人栄養相談　21回（p. 72参照）
講演活動 1 　演題：糖尿病とカウンセリング

















































講演活動 3 　演題：食べて脳のアンチエイジング 



































































講演活動 6 ：骨粗鬆症の予防・改善に向けた食生活 





































読売 Life　 4 月特集号の一部
薬味たっぷりの冷しゃぶにぎり
─　─59
夏のグリーンリゾット
トマトジュレ
グラスサラダ
簡単おつまみ　椎茸のパセリバター
─　─60
研究発表：第62回日本栄養改善学会学術総会・一般講演　口頭発表
　日時：平成27年 9 月25日（金）　午後の部
　場所：福岡国際会議場
　演題名：高齢者の骨密度と食生活との関連性について
　発表者：宮崎由子、木戸詔子、中村智子、日野千恵子、松浦稚紗、田中　清、宮脇尚志
内容：近年、要介護高齢者が急増しており、その原因には運動器の障害が 4 割を占めている。
そこで、平成24年～26年に京都市老人福祉センター17施設において、50～90歳の男性136名、
女性878名を対象に踵部骨密度測定、食生活状況アンケート調査、骨折経験調査、ロコモ問
診（ 5 群分類）、栄養状態の評価調査を実施し、骨折と食生活との関係を分析し、食生活の
分野からの支援を行うこととした。
　調査結果から、骨折経験が26％を占め、骨密度・YAM値70％以下の骨粗鬆症57％、
YAM値70～80％の骨量減少28％、YAM値80％以上の正常15％であった。骨粗鬆症の割合
は50歳代15％、60歳代44％、70歳代61％、80歳代72％と年齢が高くなるに従って優位に増加
し、骨折経験と骨量の関係においても有意な差を認めた。さらに、運動機能障害（ロコモ
ティブシンドローム）該当者は60％、予備群は22％存在し、ロコモ 5 群分類で有意に骨量の
減少を認めた。栄養状態は、GOOD群75％、少し危険群20％、危険群 5 ％であった。しかし、
男性および80歳以上では危険群が10％存在し、骨量の顕著な減少が認められた。骨粗鬆症群
と正常群別にカルシウムを豊富に含む食品や料理との関係を調べたところ、正常群において
イワシの丸干し、シシャモ、豆腐入り味噌汁の摂取が有意に高かった。高齢者にとって骨量
への影響が大きいと思われるカルシウム源のチーズ、ビタミンＤ源の鮭、ビタミンＫ源のブ
ロッコリーとの摂取量を調査した結果、これら 3 食品を食べるように心掛けているものの、
「時々食べる」程度であり、摂取不足が明らかとなった。
　以上の結果から、高齢者に対する骨を強くするための食育の重要性を認めた。
 （木戸詔子）
